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 要 旨   

 

目的： 

青年期の飲酒と若年成人期の認知機能の関連を、遺伝や薬物使用、喫煙等の種々の要因を考慮し明

らかにする。 

 

方法： 

フィンランドの双生児研究の参加者 812人（女性 58.6％、双生児 361組、一卵性双生児 146組）

を対象に、14-17-22歳時の飲酒と大量飲酒の頻度を調査した。認知機能は 22歳時に Trail Making 

Test, California Stroop test, Wechsler Adult Intelligence subtests (Vocabulary, Block Design, 

Digit Symbol), Digit Span subtest of Wechsler Memory Scale, Mental Rotation Test and Object 

Location Memory testなどにより評価した。22歳時の認知機能を従属変数、14-17歳時の飲酒お

よび大量飲酒の頻度の平均を独立変数として、多重回帰分析により標準化偏回帰係数(95%信頼区

間)（β(95%CI)）を算出した。 

 

結果： 

青年期の飲酒および大量飲酒頻度が多いほど語彙スコアは低く、双生児のβ(95%CI)は飲酒頻度；-

0.12（-0.234,-0.013)）, 大量飲酒；-0.057（-0.124，0.011）、一卵性双生児のβ(95%CI)は飲酒頻

度；-0.605（-0.523,-0.087）, 大量飲酒-0.301（-0.528，-0.074）であった。 

 

結論： 

青年期の飲酒は若年成人期の認知機能と関連しており、飲酒頻度が多いと語彙スコアが低かった。 

 


